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いい味をだす －学芸会に望むこと－ 

 

大臣１ 「王様。ごきげんがよくって、けっこうですね。」 

王様１ 「ああ、うん。」 

隊長１ 「王様。今日も兵隊たちは、みんな元気でお城を守っています。」 

王様１ 「ああ、うん。」 

先生１ 「王様。しっかり勉強して立派な王様になってください。」 

王様１ 「ああ、うん。」 

・・・ お城でニワトリが逃げ、大騒ぎの場面があって ・・・ 

先生２ 「王様。王様が」  兵隊３「鳥小屋を開けたということは」 

コック４「だれにも言いません。」 

王様６ 「ああ、うん。」 

 

これは、１年生の台本の一部です。家来に口うるさく言われる王様が、お城

の中を散歩していると、窮屈な小屋に入れられているニワトリに外へ出してく

れるよう声をかけられます。ニワトリと一緒に遊びたくなった王様は、扉を開

けて鍵を捨ててしまい、城内は大騒ぎ。王様は犯人であることを隠していまし

たが、ニワトリの産んだ卵から声がして、みんなにわかってしまいます。 

この音楽劇では、６人の子が王様を

演じます。場面によって、同じ王様が

話す「ああ、うん。」は、つまらなそう

に言ったり、恥ずかしそうに言った

り、王様のその時の状況によって違い

ます。学芸会では６人の子が同じ王様

を演じますが、６人の子のそれぞれが

自分らしさを出して○○さん的王様

を演じればよいと思っています。 

これまで学芸会に対する自分の願いを先生や子供たちに話してきました。今年

は、その子しか出せない「味を出す」、この学級、学年でしか出せない「味を出し 

【10/16 1年音楽劇 おしゃべりなたまごやき】 

【これまでの学芸会にかけたわたしの願い】 

平成 27年度「ことばと体をつないで、表現してほしいこと」 

平成 28年度「間（ま）について真剣に考え、表現を考えること」 

平成 29 年度「『学芸会で、こんなことができるようになりたい』と言えるものを、

一人一人が決めて取り組んでほしいこと」 



てほしい」、この願いを話し

ました。 

今週の月・火の２日で、

各学級・学年・合唱部の下見

をさせてもらいました。各

担当の先生方が情熱をもって

台本をつくり、演出を考え、

今年もなかなかのいいもの

になりそうです。あと１週間

でどれだけ味のあるものへ

と仕上げていくか。楽しみ

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級・学年 演  目 

１ 年 生 おしゃべりなたまごやき （音楽劇） 

２年１組 王様と八人のきょうだい （民話劇） 

３年１組 オズのまほう使い    （音楽劇） 

合 唱 部 「水のこころ」「心の瞳」 （音 楽） 

２年２組 どろぼうがっこう    （物語劇） 

４年１組 桃次郎の冒険      （物語劇） 

６年１組 地蔵の村        （民話劇） 

５ 年 生 十五少年漂流記     （音楽劇） 

４年２組 台所のかたすみから   （物語劇） 

６年２組 大切なもの       （生活劇） 

 

實松理沙先生が 10月 26日からお休みに入ります 

すでに３年生の保護者の皆さんにはお知らせしましたが、10 月 26 日より３年

１組担任 實松理沙（じつまつ りさ）先生が、出産休暇・育児休業をとることに

なりました。元気な赤ちゃんが生まれることを願っています。 

それに伴い、3年 1組の担任は、校務主任の鈴木淳子（すずき じゅんこ）先生

と小澤弘（おざわ ひろし）先生に代わります。バレーボール部は、すでに行って

いる通り青山先生、竹村先生が指導をします。どうぞよろしくお願いします。 

教室を回っていくと、6年 2組の自由学習ノートに、学芸会下見の会に向けての目標

が書かれていました。一人一人がその子らしく、劇の場面をよく解釈し表現を一生懸命

考えていて感心しました。一部を紹介します。 

 

 あと２日で学芸会の下見です。ぼくは、劇「大切な物」の中で村田先生の役をやります。

せりふは、①のときは「はい、突然ですが問題です。２×５はなんでしょう。」と「リュウ

イチ、もう６年生なんだから九九ぐらいしっかり言えないとだめだぞ。」の２つです。村田

先生の気持ちはイライラして少し怒っている感じで言うとよいと思います。⑤のときは、「は

い、では今からリコーダーのテストをします。」は、みんなにはっきり聞こえるように言う

とよいと思います。ぼくの最後のセリフは、リュウイチに向かってリュウイチ君、すばらし

いですね。」とほめながら言います。顔は明るい表情で声も少し大きく高めで言うとよいと

思います。ぼくは、「村田先生」をがんばって演じたいと思います。       【男子】 

 

 私が下見でがんばりたい事は、声の大きさ、まほう使いのさわいでいるところです。声の

大きさは、今の声の大きさでは体育館の一番後ろまで声が届かないと思うので、下見の会では

今まで以上に声を出そうと思います。まほう使い達がさわぐところでは、まったくがやがや

してないし、リュウイチやのび太をバカにする時の声が小さくて、見ている人は何を言って

るのか分からないと思うから、セリフもさわぐところも話す時は全部ハキハキ話そうと思い

ます（他の人が話しているときは、見ている人に聞こえないくらい）。      【女子】 


